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注　

内
容
は
各
議
員
か
ら
の
原
稿
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

掲
載
の
順
番
は
、
一
般
質
問
の
登
壇
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
（
要
約
）

別
警
戒
区
域
内
」「
急
傾
斜
地
崩
壊
区
域
」

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
危
険
区
域

に
こ
ど
も
園
な
ど
要
配
慮
者
利
用
施
設
を

整
備
す
る
の
か
？

答　

小
学
校
跡
地
の
有
効
活
用
を
図
る
事

に
重
点
を
置
き
協
議
を
進
め
て
き
た
。
今

後
検
討
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
保
を
第
一
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
を
整
備
す
る
の

は
、
大
網
小
学
校
に
隣
接
す
る
み
ど
り
が

丘
の
市
有
地
が
適
地
と
考
え
る
。
ま
た
、

大
網
駅
周
辺
に
民
設
民
営
で
保
育
園
の
整

　

農
業
者
の
声
を
集
約
し
、
行
政
な
ど
に

反
映
さ
せ
る
、
そ
の
制
度
的
な
保
障
が
農

業
委
員
会
。
日
本
共
産
党
は
農
業
を
国
の

基
幹
産
業
に
位
置
づ
け
、
総
合
的
な
農
業

再
生
プ
ラ
ン
を
示
し
て
、
そ
の
実
現
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

★
集
団
防
除
は
、
助
成
の
対
象
★

問　

水
田
へ
の
集
団
防
除
な
ど
に
対
し
て

問　
「
こ
ど
も
園
」
の
整
備
方
針
は
、
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
て
い
る
か
？

答　

子
ど
も
子
育
て
支
援
推
進
計
画
の
中

で
検
討
し
て
い
る
。

問　

事
業
規
模
、総
額
、財
源
の
内
訳
は
？

答　

概
算
総
額
で
５
億
４
千
万
円
。
財
源

は
、
園
舎
新
築
工
事
費
に
つ
い
て
起
債
を

75
％
見
込
ん
で
い
る
。

問　

こ
ど
も
園
は
、
親
の
就
労
に
関
わ
ら

ず
利
用
で
き
、
子
育
て
世
帯
の
期
待
が
非

常
に
大
き
い
が
、
公
設
で
は
交
付
金
、
補

助
金
が
期
待
で
き
な
い
。
如
何
お
考
え

か
？

答　

国
の
動
向
等
を
注
視
し
た
い
。

問　

市
内
幼
稚
園
の
定
員
割
れ
状
況
は
？

答　

市
立
４
園
合
わ
せ
て
定
員
６
１
０
名

に
対
し
て
３
５
８
名
、
58
・
７
％
、
私
立

２
園
合
わ
せ
て
定
員
５
０
０
名
に
対
し
て

問　

農
業
委
員
会
と
は

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農
業
委
員
会
は
、

農
業
者
を
代
表
す
る
農
業
委
員
に
よ
り
、

農
地
に
関
す
る
業
務
を
中
心
に
農
業
行
政

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

問　

規
制
改
革
会
議
の
農
業
改
革
に
対
し
、

農
業
委
員
会
の
上
部
組
織
、
全
国
農
業
会

議
所
な
ど
は
、
ど
う
述
べ
て
い
る
の
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

農
業
委
員
会
組

織
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
の
選

挙
制
度
の
廃
止
や
都
道
府
県
農
業
会
議
、

全
国
農
業
会
議
所
制
度
の
廃
止
、
意
見
の

公
表
、
建
議
、
諮
問
、
答
申
に
係
る
機
能

の
廃
止
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
農
業
会
議
所
は
公
平
性
、
透
明
性

が
確
保
さ
れ
る
選
挙
制
度
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
専
任
制
は
農
業
者
の
意
向
や
関

問　

女
性
が
活
躍
で
き
る
社
会
は
、
高
齢

者
に
も
、
障
害
者
に
も
、
ま
た
子
ど
も
た

ち
に
も
、
男
性
に
も
や
さ
し
い
社
会
だ
と

思
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
の
現
状
と
市
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

女
性
と
男
性
が
対
等
な
立
場
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
参

画
を
し
て
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
こ
の
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
こ
と

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　

公
明
党
の
女
性
委
員
会
は
、
５
月
14

日
に
女
性
の
元
気
応
援
プ
ラ
ン
を
安
倍
首

相
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
政
府

の
成
長
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ
た
わ
け
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
女
性
の
現
場
力
を
発
揮

す
る
時
で
ご
ざ
い
ま
す
。
理
事
を
中
心
に

横
断
的
に
、
総
合
的
に
推
進
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

市
長　

ご
提
案
の
と
お
り
、
庁
内
に
お
い

て
横
断
的
、
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
け

る
よ
う
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

行
財
政
改
革
、
市
有
地
の
有
効
活
用

な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
に
提
案
し

ま
す
。

市
長　

行
財
政
改
革
の
計
画
策
定
と
進
捗

４
８
６
名
、
97
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

こ
ど
も
園
は
全
国
に
１
，
３
５
９
園

あ
り
、
公
立
が
２
５
２
園
、
私
立
が
１
，

１
０
７
園
と
圧
倒
的
に
私
立
が
多
い
。
保

育
所
の
整
備
で
は
、
公
設
は
交
付
金
、
補

助
金
は
な
く
、
民
設
に
は
手
厚
い
補
助
が

受
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
民
設
民
営
を
推
進
し
な
い
の
か
？

答　

ご
指
摘
の
民
設
民
営
は
、
補
助
金
等

の
財
源
を
確
保
す
る
意
味
で
も
大
変
都
合

が
よ
い
事
で
調
査
研
究
し
た
い
。

問　

大
網
小
学
校
跡
地
は
「
土
砂
災
害
特

与
が
希
薄
と
な
り
、
農
地
行
政
の
執
行
に

支
障
を
及
ぼ
す
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

組
織
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
多
様
化
す
る

農
地
情
報
の
収
集
、
提
供
や
担
い
手
の
育

成
な
ど
、
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
に
は
、

市
町
村
、
都
道
府
県
、
全
国
を
結
ぶ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
制
度
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

そ
の
他
の
農
業
改
革
案
も
農
業
、
農
村

の
発
展
に
向
け
て
農
業
委
員
会
組
織
が
役

割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

国
に
要
請
を
し
て
お
り
ま
す
。

問　

規
制
改
革
会
議
は
「
適
切
な
人
物
が

透
明
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
確
実
に
就
任
で

き
る
」
と
し
て
い
る
が
、
公
選
制
以
上
に

「
透
明
な
プ
ロ
セ
ス
」
が
あ
る
と
い
う
の

か
、
開
発
に
熱
心
な
市
長
は
、
恣
意
的
な

人
選
を
す
る
の
で
は
な
い
か
、
市
長
の
考

え
は
。

市
長　

農
業
委
員
会
の
改
革
に
つ
い
て
は
、

本
来
の
役
割
、
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

る
よ
う
、
今
後
の
動
向
に
注
視
し
て
い
き

た
い
。

管
理
を
行
い
ま
す
。
行
財
政
改
革
推
進
本

部
並
び
に
市
総
合
計
画
に
位
置
づ
け
た
各

種
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
を

す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
推
進
会
議

を
設
置
し
、
重
要
事
項
の
検
討
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問　
「
大
網
幼
稚
園
並
び
に
認
定
こ
ど
も

園
等
の
移
転
」を
み
ど
り
が
丘
地
区
の「
大

網
小
学
校
隣
接
地
に
移
設
」
す
る
案
を
提

案
し
ま
す
。

市
長　

み
ど
り
が
丘
地
区
の
大
網
小
学
校

隣
接
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
用
地

の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
幅
広
く
検
討
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

瑞
穂
地
区
の
学
校
予
定
地
の
有
効
活

用
を
要
望
し
ま
す
。

市
長　

大
網
中
学
校
の
分
離
校
事
業
は
凍

結
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
が
、
電
磁
波
問

題
の
進
展
、
そ
し
て
大
網
中
学
校
の
生
徒

数
の
推
移
に
注
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
他
、
人
材
の
育
成
が
非
常
に
大
事

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
職
員
の
研
修
の
充

実
等
を
要
望
し
ま
し
た
。

１
．
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　

震
災
か
ら
３
年
５
ヶ
月
、
い
ま
だ
に

14
万
も
の
方
々
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
原
発
は
ひ
と
た
び
事
故

の
原
発
依
存
の
基
本
計
画
と
再
稼
働
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
見
解
を
お
持
ち
な
の
か

伺
い
ま
す
。

市
長　

基
本
的
視
点
と
し
て
安
定
供
給
、

効
率
性
の
向
上
に
よ
る
低
コ
ス
ト
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
。
環
境
へ
の
適
合
性
及
び

安
全
性
を
確
認
し
、
国
際
的
視
点
と
経
済

成
長
が
加
味
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
市
と

し
て
の
施
策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
再

稼
働
に
つ
い
て
は
国
の
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
国
に
お
い

て
適
宜
適
切
に
判
断
さ
れ
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

問　

被
災
地
を
何
度
も
訪
問
さ
れ
た
と
い

う
が
、
原
発
か
ら
の
脱
却
は
７
～
８
割
の

方
が
望
ん
で
い
る
。
原
発
依
存
度
に
つ
い

て
再
度
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長　

住
民
の
生
命
、
財
産
の
安
全
性
の

確
保
と
い
う
も
の
が
最
優
先
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
の
上
で
再
稼
働
さ
せ
る
か
否

か
は
政
府
に
お
い
て
適
切
に
判
断
す
る
も

の
と
私
個
人
と
し
て
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

２
．
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て　

問　

本
市
の
太
陽
光
発
電
、
メ
ガ
ソ
ー

ラ
ー
発
電
の
普
及
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
課
長　

平
成
26
年
７
月
現
在

２
４
７
基
、
１
，
０
８
７
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

発
電
で
、
住
宅
太
陽
光
発
電
に
は
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
２
円
、
上
限
７
万
円
の
助
成
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

都
市
整
備
課
長　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
普
及

実
態
に
つ
い
て
、
本
市
は
全
域
が
都
市
計

画
区
域
で
開
発
行
為
を
行
う
場
合
、
開
発

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
太
陽
光
発

電
設
備
で
は
建
築
物
に
該
当
し
な
い
と
い

う
通
知
が
あ
り
、
許
可
は
不
要
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

林
地
開
発
の
面
で
は
事

前
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
周
囲
へ
の
影

響
が
な
い
よ
う
連
絡
を
密
に
し
て
い
き
ま

す
。

※
そ
の
他
「
子
育
て
支
援
」「
介
護
保
険
」

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

前
之
園 
孝
光
　
議
員

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
提
案
し
た

助
成
で
き
な

い
か

産
業
振
興
課

長　

ス
ク
ミ

リ
ン
ゴ
ガ
イ

や
カ
メ
ム
シ
、

い
も
ち
病
な

ど
の
防
除
は
、

多
面
的
機
能
、

支
払
い
交
付

金
制
度
で
対

応
が
可
能
で

あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

みどりが丘市有地の有効活用を

稲刈りを体験する小学生

上
家 

初
枝
　
議
員

住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

自然エネルギーとして期待されるメガソーラー

北
田 

宏
彦
　
議
員

「
旧
大
網
小
学
校
跡
地
利

用
方
針
」
に
つ
い
て

佐
久
間 

久
良
　
議
員

農
業
委
員
会
は
農
業
者
の
声
を

反
映
さ
せ
る
制
度
的
保
障
！

備
を
推
進
す
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

大
網
小
学
校
跡
地
は
、
こ
の
地
域
が
大
網

城
址
の
一
部
で
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
域

で
あ
る
事
か
ら
郷
土
資
料
館
の
ほ
か
、
地

域
に
適
し
た
整
備
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
他
◦「
公
共
施
設
等
の
総
合
管
理

計
画
の
策
定
」に
つ
い
て
◦
本
市
の
街
づ

く
り
と
「
街
な
か
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
」

に
つ
い
て
◦
圏
央
道
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
周

辺
と
駅
南
地
区
土
地
利
用
の
整
合
に
つ
い

て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

が
起
こ
れ
ば

莫
大
な
費
用

が
か
か
る
超

高
コ
ス
ト
電

源
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し

た
。
国
民
の

７
～
８
割
が

原
発
の
停
止

を
訴
え
て
い

ま
す
。
市
長

は
安
倍
政
権


